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○ 30年度決算税収は60.4兆円であり、これまでの最高額であった平成2年度（60.1兆円）を超え、過去最高。

○ 補正後税収（59.9兆円）との比較では、所得税を中心に＋0.4兆円上回った。

（注） 所得税の増加要因は大口の親子間配当に係る源泉所得税（0.4兆円）が主な要因（30年度限りの一時的な押し上げ要

因であり、元年度税収において同額の還付が生じる）。

平成30年度決算税収について

（単位：兆円）

２９年度

決算額 補正後予算額 決算額（概数） 対２９決算 対補正後予算

（①） （②） （③） （③－①） 　（③－②）

所得税 18.9 19.5 19.9 ＋1.0 ＋0.4

給与 11.3 11.7 11.7 ＋0.4 ▲ 0.0

配当 4.2 4.5 5.0 ＋0.8 ＋0.5

12.0 12.3 12.3 ＋0.3 ＋0.0

17.5 17.8 17.7 ＋0.2 ▲ 0.1

10.4 10.3 10.5 ＋0.1 ＋0.1

３０年度

60.4 ＋1.6 ＋0.4

法人税

消費税

その他

一般会計分計 58.8 59.9

一時的要因の還付
▲0.4兆円

58.8兆円

補正後予算額

59.9兆円

当初予算

62.5兆円

決算

60.4兆円

一時的要因＋0.4兆円

29年度 30年度 元年度

29決算⇒30補正

+1.1兆円

30補正⇒元当初

+2.6兆円


